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s7イプq3Jゲン資封間題茂びその背宗に関する調お日ジ孟クトチ-ム報普く棟掛

平成19年11月3叩

7 調葦の講緒.

平成1 4年ー厚生労働省が三菱ウェノL,フア-マ社く鄭旬からの報告命令により収集したフ

イブリノゲン製剤投与によるC型肝炎患者の4 1 8名の症例-覧表等の資料につきl存在しな

いと思われていたマスキングの無い資料く2名の個人名の入った企業内部資料を含む1が1本

年1 0月1 9日に厚生労働省の地下倉庫から発見されたo

このためlこの資料間題及びその背景について1厚生労働大臣から調査指示o

2 蓋串調丑事項

0当該資料の収集経緯並びにその保管管理状況

eJ当該資料を収集しfq平成1 4年当時の患者個人-の連絡の検討の有無とその背景となる

状況並びにこれらに関する職員の責任

eJ-平成1 6年のフイブリノゲン襲剤納入医療機関名の公表時におけるelと.同様の検討の有

無へ背景1嘩の黄任

61今後改善すベき事項

3 調鼓師制

厚生労働大臣直属の調査チ-ムとして1

主査こ西川京子副大臣1

副主査こ松浪鰹太.伊藤渉厚生労働大臣政務乱

顧間1.中込秀樹弁護十l吉岡桂輔弁護十

チ-ム員.,杉浦政策評価審議官ほか艶員一9名



4 都明bた蓋な事菓

-において1ヱム雌堕呈-において1ヱム雌堕呈

よ皇豊幽塞萱塵地するよう提言があったo

O -九同有織者会議の報告に奉づき1 N	N	

通避塾喧蓮墓伽5医療機臥999人を特息呼びかけう通避塾喧蓮墓伽5医療機臥999人を特息呼びかけう

を実施してt lた.

0 厚生労働省の1 •a•a

巨塵としたものであり1.巨塵としたものであり1.

.患者情報の収集や1救済方策の検討を目的とするものではなかったこと

l患者-の告知は1副作用幸陪を出す時点で医師から既になされているはずとの認識であ

ったこと
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O 医療関係者からは1 4 1 8名の患者には少なくとも肝炎に篠患している事実は告げられて

との意との意

見ありo

O 塾鎚遜堕遥並迄こと主ヨ遡監さ並三吐左吐法遡塗エ1また1塾鎚遜堕遥並迄こと主ヨ遡監さ並三吐左吐法遡塗エ1また1

早く知っていれば検診も受けられたのではなvtlかとの意見ありo

O 1 4年調査で収集した当該資料は, 1 6牢7月頃に十分な引継ぎもなく地下倉庫に移され1

本年1 0月1 9日に職員に発見されるまで倉庫に保管されたままであった.こうした状況か

必逢が1盆塾幽腰塾三必逢が1盆塾幽腰塾三
杢二ヒ全であったo

塵壁に幅広く検査受診を呼塵壁に幅広く検査受診を呼

びかけると同時に1医療機関に対し1可能な限り患者を特定し1連絡をとるよう要請D



5 藁僅の節窪孝接富

0 フイブリノゲン製剤投与者に対しては, 1 4年当時におblてl収集した4 1 8名の症例に

限って考えても1 C型肝炎に関する知見の進歩や自覚症状が分からなしlままに重篤化する特

性を踏まえ-国蛙J塾童巨些逸払塾三ユ-呈塞岨数起盛塞垂きあヱ三土迦皇ゴ量空あ虹-塵

雀二と二ミ皇三塾旦.

当時の有識者会蔑の判断や,調査時における情報公開に向けた取組み等から見て1塵臣二
4

蛙睦遡遜蛙睦遡遜

全体として重く受け止めるべきD

0 遡L副遡L副

作用報告制度の機能を損うことなく1皇た1個人情報樽や患者と医師とol開係にも十分配
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O 払j遜壁睦堕塗墜塾童壁重す声よう提邑-払j遜壁睦堕塗墜塾童壁重す声よう提邑-
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していたb厚生労働省全体としてl外部の意見を敢り入れる等により堕杢担追塾星土遡塁

三あM腰堂室遜剖盤宣塾宣吐コ過塵題と上エ包塾塾壁壁基墓竺あ亘o

また,今臥存在しないとされた資料が後になって出てくるという事態が生じたことは大

変間題であり1.責任を間うて処分を行うo

o なお1今回の-連の間題により,厚生労働行政に対する国民の信頼を著しく損ねたことに

ついて1我々政治家としても重く受けとめ姿勢を示すべきと考えるo .
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